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平成 21年 6月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 平成21年6月期（平成20年6月21日～平成21年6月20日）の業績予想について、平成21年1月

28日付当社「平成21年6月期 業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました業績予

想を下記のとおり修正いたします。 

記 
１.平成 21 年 6 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 6 月 21 日～平成 21 年 6 月 20 日） 

 (1)連結業績                                                             （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
37,000 903 1,003 409 

円 銭

13,416 87

今回修正予想（Ｂ） 36,925 950 1,042 480 15,752 67

増減額（Ｂ―Ａ） △75 47 39 71 

増減率（％） △0.2 5.2 3.9 17.4 

（ご参考） 

前年同期実績（平成 20

年 6 月期） 

32,728 1,171 1,214 900 29,547 53

 

 

2.業績予想の修正理由 

 (1) 通期の業績予想の修正理由 

   前回修正発表時におけるわが国の経済環境は、米国金融機関の信用不安に端を発する世界的

な連鎖不況や、円高の影響による輸出関連企業の業績悪化など、景気の後退局面が続いておりま

した。また、雇用情勢の急激な悪化を背景とした景気の先行き不透明感からも、個人消費は非常

に低迷している状況でありました。 

 このような状況の中、当社グループは、売場面積750坪を中心とする「メガドラッグストア」

業態での店舗展開を中心としてドミナントエリア構築に邁進いたしました。またチラシによる短

期特価販売ではなく、固定客を重視する方針にもとづいたポイントカード会員を中心とする販売

促進や、毎週土曜日、日曜日にポイント２倍デーを設定し、地域のお客様のご支援を得てまいり

ました。 



 その結果、上記販売促進の見直しに伴う利益率の改善や経費抑制により、営業利益950百万円、

経常利益1,042百万円、当期純利益480百万円となり、業績予想を修正することといたしました。 

 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり 

 ます。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


